








13

社会への取り組み
～従業員とのかかわり～

Chapter 04

　従業員の安全と健康の確保は製造業の基本要件で

あり企業存続の基盤であります。東洋アルミグループ

は、「労働安全衛生が職場において最優先事項である」

という理念の下、東洋アルミグループで働く全ての人

の労働安全衛生への意識を高め、安全で働きやすい職

場環境を整えるために、活動を進めております。

1.	モニタリング活動

　安全活動の維持には定期的なモニタリングが不可欠

です。社長による定期安全パトロールやCSR推進室

安全監査グループによる各製造拠点の巡回（安全ミー

ティング）を行っております。

2.	職場安全発表大会

　安全成績、プレゼンテーションの合計点で1年間の

職場の安全取り組みを競い合う職場安全発表大会を

毎年行い、最優秀職場賞・優秀職場賞を決めて顕彰を

行っています。

　この大会は、職場の安全活動の目標となるととも

に、安全知識の共有の場として役立っております。

3.	安全体感教育

　産業事故の恐ろしさと、事故の際にとるべき行動

を、事故の疑似体験によって体感・習得する安全体感

教育を定期的に実施しております。2010年度は2回

の体感教育を行い、大勢の参加がありました。

安全衛生の取り組み

静電気による
油の着火実験

消防署からも参加されての講習会

4.	重大事故対策の共有

　過去に起こった大きな事故の検証・対策は、その知

識を共有し、類似の事故をも未然に防ぐよう心がけ

なくてはなりません。東洋アルミグループでは、毎年

テーマを決めて重大事故対策に全社的に取り組み、知

識を共有しております。

　また、安全の知識は社内だけではなく、企業間の壁

を越えて全世界的に共有を図っております。２年に１

度、各国のアルミニウム関連の企業が集まって行われ

る「グローバル・セーフティ・ワークショップ」（主催：

EAPA、AA）へ参加し、積極的な安全の情報交換をし

ております。

　以上のような取り組みの結果、グループの労働災害

の発生状況はここ数年で改善傾向が見られてきまし

た。今後も私たちは、グループ一丸となって安全で健

康な生産活動を続けられるよう努力して参ります。安全発表大会の様子
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社会への取り組み
～従業員とのかかわり～

Chapter 04

　明るく健康な職場作り（AKS）活動は、東洋アルミ

グループの一人一人が心身共に健康で、充実感を持っ

て働くことのできる職場作りを目指して2008年度

から始まりました。

　2010年度もさまざまな活動を行い、明るく健康な

職場に一歩近づきました。

1.	AKSアンケート

　AKS 活動の根幹となる情報が AKS アンケートで

す。このアンケートによって社員のメンタルヘルス

の状況を確かめ、結果に基づいて対策を行います。

2010 年 10 月に行いました第 2 回アンケートは、

結果をわかりやすい冊子にしてまとめ、対象者に配

布いたしました。

明るく健康な職場作り（AKS）活動

AKSアンケート調査報告書

3.	EQ診断

　｢人が人を大切にする｣ 組織作りを目指し、情動を

管理し利用するため ｢ＥＱ診断｣ の取り組みを行いま

した。診断で従業員一人一人の感情の傾向を把握して

フィードバックし、結果を受けて、改善に向けた取り

組みを自主的に定めて実行します。2010年12月に

行いました効果確認の診断では、全社的なEQの改善

傾向が見られました。

備考：「ＥＱ」とは、職場にプラスの感情をもたらすための心の知能指数

4.	オフィスレイアウトの変更

　これまでの働き方を一新し、より良いワークライフ

バランスの実現を目指すための施策として、2010年

に東京・大阪のオフィスレイアウトの変更を行いまし

た。今後は新しいオフィスを利用して働き方の改革を

行っていきます。

新オフィス

2011年、大阪オフィスでのオフィス改革の取り組みを「日経ニューオフィス
賞」に応募し、近畿地区デザイン賞を受賞いたしました。

2.	マナーズ教育

　人と人とのコミュニケーションを円滑にし、魅力

のある・イキイキとした社員、ひいては魅力ある会

社を創るために、礼儀作法と立ち居振る舞い（マナー

ズ）を磨く活動を行っております。新入社員から役員

まで、ハンドブックを片手に基本に立ち返って学ん

でおります。

　全員に配布された「マナーズ本」
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社会への取り組み
～地域社会との関わり～

Chapter 04

　東洋アルミグループでは事業所周辺の地域の方々

との連携を大切にしています。		

　地域ごとに特色のある催しへの参加。また、地域へ

の自発的な活動を行い、交流を深めることに努めて

おります。

　今回は日野製作所の事例をご紹介します。

■氏郷まつり

　「氏郷まつり」は地元日野の戦国武将であった蒲生

氏郷公にちなむお祭りで毎年賑やかにおこなわれてい

ます。

　東洋アルミからは音楽同好会『東洋アルミ・シルバー

サウンズ』が毎年出演して熱い演奏を繰り広げ、大い

に好評を博しました。

■美化活動

　日野製造所では、毎年4月・8月・12月に製造所

の周囲の美化活動を行います。

　製造所は通常年中無休・24時間体制で稼動してい

ますが、お盆休みや年末年始などの大型連休には製造

ラインを停止します。その前日に日ごろの感謝を込め

て、従業員総出で周辺の道路のごみを拾い、きれいに

するのです。

　この美化活動は、これからも日野製造所の恒例行事

として受け継いでいきます。

日野「氏郷まつり『夏の陣』２０１１」に出演した『東洋アルミ・シルバーサウンズ』

新聞記事
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トピックス
～環境にやさしい製品への取り組み～

Chapter 05

太陽電池用バックシート　「トーヤルソーラー ®」

　「Toyal Solar®（トーヤルソーラー ®）」は、太陽電

池モジュールの背面に使用され、心臓部 であるシリ

コンセルを保護する機能（防湿性）を持った複合フィ

ルムです。太陽電池モジュールは屋外に暴露されて使

用されるために、長期の高耐久性が要求されます。 

　東洋アルミニウムは、新材料や特殊技術を 開発し、

業界随一の耐久性を持った太陽電池用バックシート

「Toyal Solar®」を完成させました。

太陽電池用裏面電極用インキ　「アルソーラー ®」

　東洋アルミニウムは、太陽電池裏面電極用インキ

「アルソーラー ®」を開発しました。

　結晶系シリコン太陽電池の裏面電極に「アルソー

ラー ®」を塗布・焼結することによって、さらに太陽

電池の発電効率を上げることができます。

　太陽光発電は、太陽の光を太陽電池によって直接発

電する環境にやさしいエネルギーです。発電時には

CO2や騒音、有害物質などの発生がなく、今後の利用

拡大がますます期待されています。東洋アルミニウム

では、太陽　電池のより効率的かつ長期間安定した使

用を支援する製品として、太陽電池用裏面電極用イン

キ(商品名=アルソーラー ®)とバックシート(商品名

=トーヤルソーラー ®)を生産しています。

p+(B,A1):AI の拡散

p(B)

n(p)

Ag電極アルソーラー
焼結層

Si基板

反射防止膜

太陽光

Ag電極

ガラス

リード線

端子箱

端子

シール材
（ブチルゴム）

アルミ枠EVA シリコンセル

N

P

ToyalSolar ®
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トピックス
～環境にやさしい製品への取り組み～

Chapter 05

　2008年暮れのリーマンショックによる金融危機

以来、世界的規模の不況が続く中、環境関連において

は底堅く、いち早く需要が回復し、特にソーラービジ

ネスにおいては、大幅に需要が伸びています。需要が

増大している太陽光発電関連製品に対応するため組織

変更（事業部新設）を行いました。

　太陽電池関連製品を新設の電子機能材事業本部に集

約し、より戦略的かつ効率的に太陽光発電関連製品に

経営資源を投入できる体制にしました。

　生産増に対応するため、大市場でなおかつ世界の工

場でもある中国に製造拠点を設立しました。アルソー

ラー ® の原料であるインキ用アルミ粉末工場を2009

年暮れに中国で子会社化、2010年にはインキ工場を

新設しました。

　東洋アルミニウムは、人間も生態系の一員であると

の視点から、人間生活と自然との調和・共存をめざす

商品開発を進めております。

中国の製造拠点、肇慶東洋鋁業有限公司
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トピックス
～環境にやさしい製品への取り組み～

Chapter 05

太陽光で調理が出来る「ソーラークッカー」

　化石燃料や原子力エネルギーを使用しないで自然エ

ネルギーの太陽光を用いた調理器具の製品開発を大学

と企業との共同で進めております。

　性能の一例として２合のご飯を約１時間３０分で炊

く事が出来ます。

　ソーラ－クッカーは、省エネルギーにつながり、さ

まざまな場所で利用可能な製品として社会に貢献出来

る事を期待しております。

日射熱と紫外線がカット出来る「吸着窓シート」

　また、「アルミ反射タイプ」は紫外線を約97％カッ

ト、「透明タイプ」は紫外線を約95％カットするので

室内の家具やフローリングなどの変色や劣化を防ぐ事

が出来ます。	

　窓に貼る特殊加工フィルムで、「アルミ反射タイプ」

と「透明タイプ」の2種類を上市しております。		

　特に「アルミ反射タイプ」は、日射熱を約74％カッ

トするので室内の冷房効率を高める事が出来ます。
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トピックス
～環境にやさしい製品への取り組み～

Chapter 05

水性塗料用アルペースト

シリカ系処理を行うことによって、従来良く使われて

いたクロム系処理に匹敵する性能を実現しました。そ

のため、有害金属であるクロムを使用することもなく

なり、非常に環境にやさしい製品となっております。

　下の模式図は、シリカ処理アルペーストの断面を示

します。アルミニウムフレークの表面が厚み20nm

程度のシリカ膜で均一に被覆されています。

　トルエンのような有機溶剤を使う従来型の塗料で

は、有機溶剤自体が健康を害する可能性があります

し、大気中に拡散した有機溶剤（VOC）は、浮遊粒子

状物質（SPM）や光化学オキシダントの発生源となり、

大気汚染を引き起こすと言われています。そのため、

近年、有機溶剤の使用量を減らした水性塗料が使われ

るようになっています。しかし、アルミニウムは水と

反応しやすいため、従来のアルペースト ® を水性塗料

に使うことには問題がありました。

　東洋アルミニウムは、環境負荷を低減すべく、水と

の反応を抑えた水性塗料用アルペーストを開発しまし

た。しかも、リン酸系あるいはモリブデン酸系処理や

シリカ処理アルペーストの断面模式図

アルミフレーク
緻密なシリカ皮膜
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トピックス
～財団法人軽金属奨学会の活動～

Chapter 05

　公益財団法人軽金属奨学会は、1955年（昭和30

年）1月に、当時の東洋アルミニウム株式会社の創立

25周年記念事業の一環として、同社の大株主であっ

たアルキャン・アルミニウム・リミテッドの協力を得

て設立されました。それ以来、東洋アルミニウム株式

会社の株式を基本財産とし、その安定した配当により

財政基盤が確立し、関係者の理解と協力を得て、研究

助成事業の充実と振興奨励事業の新しい展開を図りな

がら事業活動を続けています。

当会は平成22年8月26日付で公益財団法人として認定されました

　同財団の目的は、軽金属に関する学術の研究及び教

育を助成奨励し、軽金属工学の進歩に寄与するところ

にあります。軽金属工業及び軽金属工学の振興助成の

ためには、その基礎となる大学での研究教育を充実さ

せることが大切であるという認識の下に、事業の重点

を大学における軽金属教育や研究の助成に置いて、諸

活動を展開しています。

　具体的な活動としては、教育研究資金、研究補助金、

海外交流補助金といった1件としては10万円から

25万円と小口ですが多数の先生方を対象にしたもの

と、課題研究や統合的先端研究といった1件で1000

万円から2000万円（共に2年間）とまとまった研究

資金を提供するものがあり、他には各大学図書館への

軽金属関係文献の寄贈、軽金属学会活動の援助、軽金

属研究者の表彰等を行っています。

　今年度に実施された主要な事業としては、教育研究

資金・研究補助金・課以外交流補助金交付が合わせて

93件、統合的先端研究、課題研究の資金交付が1件、

49大学・高専に軽金属関連文献を寄贈、研究試料の

提供は10件、表彰が13件等、軽金属研究者、グルー

プ、学会、研究機関等に対し、総件数175件、それに

対する総事業費は4,455万円となりました。

　東洋アルミグループは、この財団を設立以来55年

間、ずっとその活動に協賛し応援を続けています。
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トピックス
～東日本大震災への対応～

Chapter 05

　今回の震災により被災された皆様に心よりお見舞い

申し上げますと共に、一日も早い復興をお祈り申し上

げます。

　その被害状況やその後の状況を総合的に把握して、

当社では緊急地震対策本部を設置してその対応を行っ

て参りましたので、その内容をお示しします。

●被災された方々のために義援金と支援物資をすぐに

お送りしました。

●夏場の節電対応については製造部門も間接部門も合

わせて節電対応を実施しており、ほぼ目標としたレ

ベルを達成しています。

●製品や原材料の放射線測定などの対応については顧

客の要請等にお応えして、製品や原材料の放射線測

定などの対応を実施しています。

●今後の備えについては地震やその他の災害に備え

て、緊急連絡体制等の整備を進めて参ります。


